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今年 4月、緊急事態宣言やまん延防止等重点措置により、酒類の提供の自粛が求められました。これにより会場は酒類なしで
披露宴を企画・提案する必要に迫られたのは、皆さんもご存じの通りです。「お酒が飲めないのならば」と延期するカップルもい
ますが、ノンアルコールドリンクのみの提供を選び、予定通り行なうカップルも相当数に上ります。
今回の特集では会場、ドリンクの製造・販売元、識者にお話をお聞きし、コロナ禍の酒類提供の自粛を機に変化する、ウエディ

ングにおけるドリンクの役割から今後の可能性まで、多角的に探りました。

宴の食事では二つの選択肢があります。
一方は、アルコールの代替飲料を提供す
ること。ノンアルコールのスパークリン
グワイン、白・赤ワイン、ビール、カク
テルなどです。他方は、アルコールの
代替ではない飲料、清涼飲料水やお茶、
ジュースなどのいわゆるソフトドリンク
を提供することです。
今回お話を聞いた会場では、両者をう
まく組み合わせている例が目立ちまし
た。八芳園の場合はビール・ワインのみ
ならず、焼酎や日本酒までノンアルコー
ルをそろえるとともに、レストラン、料
飲、セールスなどの各部門の垣根を超え
てアイデアを出し合ったそうです。その
中で、オリジナルブランドの台湾ウーロ
ン茶や、コーヒーのハンドドリップ提供
などが提案されたと統括支配人の関本敬
祐氏は語ってくれました
一方、既製品のノンアルコールに差し
替えたのは乾杯用のスパークリングワイ
ンとビールだけで、他は従来のノンアル
コールドリンクの拡充で対応したのがコ
ンラッド東京です。というのも同ホテル
ではコロナ禍以前よりバイオーダーで、
種類豊富な果汁 100％ジュースやノンア
ルコールカクテルを提供していたからで
す。
ホテル雅叙園東京では、当初はノンア
ルコールドリンクの種類拡充に努めまし
たが、今後はより雅叙園らしいものをそ
ろえる方向にシフトしようとしていま
す。その理由について同社副総支配人営
業本部長・森木岳明氏は、「ここでしか

切れない関係にあった
酒と日本の神事・宴会

どのような形式のウエディングであっ
ても、必ず行なうといってよいもの。そ
れが乾杯です。酒で盃を満たし、祝いの
言葉と共にその場にいる人々と飲み干
す。酒は洋の東西を問わず古くから、神
と人を結びつける神聖な飲み物でした。
また、日本では神事の後に神と人が酒

を酌み交わすことを無礼講と位置付けた
といわれます。つまり、神が関わるよう
な祝い事には、酒を交え身分を問わずに
皆で盛り上がる宴会が付きものだったの
です。
そのため自粛が求められた直後は「ア

ルコールを提供せずに結婚式・披露宴が
行なえるのだろうか」と、会場側からも、
新郎新婦やその家族からも不安視されま
した。その理由は大きく二つ。
「お酒がなくて結婚式は盛り上がるのか」
「お酒の好きな人に十分なおもてなしが
できるのか」
ところが現在は「むしろアルコールを

提供しないからこそ、素敵な結婚式だっ
た」という声もたびたび聞こえるように
なりました。さまざまな会場で工夫を凝
らしたノンアルコールドリンクが提供さ
れているとの話も耳にします。

代替品とソフトドリンクを
うまく組み合わせる

アルコールの提供をしない場合、披露

飲めないという非日常感や特別感が重
要」と説明しました。

進化するノンアルコール飲料

飲料の提供元であるインポーターや製
造メーカーは、酒類に勝るとも劣らない
高品質の商品開発を行なっており、その
ことがお客さまの高評価にもつながって
います。代替品としてノンアルコールド
リンクを選んだカップルが実際に飲んで
みて、その進化に驚き満足される例も多
いようです。
コンラッド東京のエグゼクティヴ ソ

ムリエの森 覚氏によると、乾杯用の
ノンアルコールスパークリングはゲス
トの期待感を左右する重要なアイテム
のため、同ホテルソムリエチームでテ
イスティングし、品質的に満足でき
た「OPIA」を採用したとのこと。その
OPIAのインポーターであるパシフィッ
ク洋行㈱。同社ワイン事業部ブランドマ
ネージャーの鈴木絵里子氏は、世界初の
オーガニック認証を取ったノンアルコー
ルワインであることが優れた味わいの決
め手であると明かしました。詳細は記事
に譲るとしてその製造工程を知ると、ア
ルコールが含まれたものと同等の手間が
かけられた、優れた品質が重要であると
気付かされます。
飲食店のプロデュースなどに携わる㈱

カゲン代表取締役・子安大輔氏が注目す
るように、日本のビールメーカーにも、
ノンアルコール・低アルコール商品を重

視する動きが見えていますから、今後も
ノンアルコールドリンクの分野は世界的
に商品層が厚くなると予想できます。
また、ノンアルコールカクテルは、会
場側がレシピに関与してオリジナリティ
を発揮できるものです。今回取材した各
会場では、当初はアルコールの代替とし
てレシピ開発を行なった場合でも、やが
て自会場の個性や特別感をアピールする
ドリンクアイテムとして、導入当初より
さらに進化しているとお聞きできました。
新郎新婦の出身地の素材を使う、カ
ラーをテーマに取り入れるなど、おふた
りらしさを象徴するアイテムとして使え
る点も進化の一因といえそうです。

価値のあるソフトドリンクの提案を

ソフトドリンクは、今回の自粛で最も
スポットが当たった分野といえるかもし
れません。
「店側が魅力的なノンアルコールドリン
クをもっと提案すべきでしたし、今後も
潜在需要は残りますので、もっと研究す
べきだと考えています。そのためにも、
お酒を飲んでもらわないと単価が下がると
いう概念はやめるべきだと考えています」
と子安氏は語っています。
高級ボトルドティーを製造販売するロ
イヤルブルーティージャパン㈱の代表取
締役会長の佐藤節男氏も次のような一石
を投じました。
「大統領が主賓の晩餐会のノンアルコー
ルドリンクが、宴会のフリードリンクで
提供しているウーロン茶とジュースだけ
になっていてもおかしいと感じなくなっ
てしまっています。この状況を変えなく
ては」
そのためにはウエディングの特別感を
損ねない、ラグジュアリーなソフトドリ
ンクが必要であるといいます。同社が提
供するボトルドティーは品質の高さもさ
ることながら、現場のオペレーションや
料理との相性も考慮した、冷やしたボト
ルで提供することも重要なポイントで
す。

一方、八芳園のようにあえて手間をか
けることを演出に取り入れた例もありま
す。先述のように同社では、料理の最後
のコーヒーを会場内でハンドドリップで
入れています。これはレストランでの提
供法を取り入れたもの。ロースター直伝
の技術を披露することがパフォーマンス
となっているのです。関本氏は次のよう
に説明しています。
「“仕入れたモノをそのまま出して終わ
り”にはしたくない。ひと手間かけるこ
とでオリジナリティを出し、それでお客
さまに喜んでもらいたいと思うんですよね」
これらは、従来のソフトドリンク提供に
最も欠けていた視点といえそうです。

アルコール提供が戻っても
時代は逆行しない

日常生活の当たり前を数多く奪ったコ
ロナ禍ですが、さまざまな価値観を変え
る機会にもなったことは誰もが認めると
ころです。そしてウエディングにおいて
は、「披露宴＝アルコールの提供」「披露
宴＝フリードリンク」という固定観念を
覆したことが、最大の変化だったのかも
しれません。
今回の取材で印象的だったのは、お話
をお聞きしたほとんどの方が、「コロナ
禍の収束により酒類の提供が再び可能に
なっても、元の宴会には戻らないだろう」
と考えていたことです。その理由の一つ
に、アルコールハラスメントや無礼講に

対する抵抗感の高まりがあります。コロ
ナ禍以前から特に若い人のお酒離れがさ
さやかれていましたが、コロナ禍で宴会
が激減したことによりさらに促進された
ともいえます。
そしてもう一つ非常に重要なことは、
世界的な SDGs への取り組みです。「も
はやたくさん飲むのがよいとされた時代
は終わりかけている」「飲み放題やフリー
ドリンクの魅力は今後低下していくだろ
う」という予想もあります。
今回の酒類提供の自粛は、ノンアル
コール市場の潜在需要の大きさについ
て、ようやく日本社会が気付いたという
ことかもしれません。そして、まだ私た
ちが着手していなかった、非常に重要な
改善ポイントの発見でもあります。事実
として今回取材した各会場は、この機会
を好機と捉えて取り組んだため、飲み物
の売り上げ減の影響よりも、顧客満足度
アップの効果の方が大きかったと話して
います。
そして、ドリンクの見直しは、実は披
露宴そのものの価値を高めることにもつ
ながっています。フリーランス・ウエディ
ングプランナーの岡村奈奈氏は次のよう
に語っています。
「お酒がない状況で、これまでの仕事へ
の姿勢が浮き彫りになることもあるんです」
この機会にドリンクリストを見直すととも
に、自社のウエディングを振り返る機会
となれば、ウエディング全体の満足度向
上につながることでしょう。

ノンアルコールドリンクの充実は
ウエディングの価値を高める秘策となる

特集「ドリンクの可能性が広がる」

六本木通り沿いのビルの1階に面した、ロイヤルブルーティージャパンのブティックを兼ねている「THE T BAR」。ラグジュ
アリーな雰囲気でお酒ではなく、お茶を楽しむことが当たり前の時代がもう来ているのかもしれない
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本年 4月末に東京都を中心に酒類の提供自粛が要請されてから4カ月余り。アルコールなしのウエディングを提供することで現場の
意識や新郎新婦、ゲストの反応や意識にはどんな変化が起こったのだろうか。そして、そこから得た気付きとはどんなものがあるのか。
ホテル雅叙園東京の副総支配人としてウエディングの責任者を務める森木岳明氏に現場で起こっていることなどを伺うとともに、本

誌にて「ウエディングと音楽のチカラ」を連載中の岡村奈奈氏に新郎新婦の思いや、司会者が感じていることなどを伺う形で対談して
もらった。

2001 年に大阪の専門式場入社後、営業・広告宣伝・人事総務・経営企画に従事。06 年㈱ディアーズ・ブレイン入社。人事部門を経て営業統括を担当。10 年に同
社執行役員着任。13 年からコンサルティング事業を主にセミナー、執筆活動を行ない、15 年から㈱ディアーズ・ブレインとワタベウェディング㈱の資本業務提携
を機に、目黒雅叙園（現・ホテル雅叙園東京）に着任。ブライダル営業部長を経て、20 年 10 月より現職。 URL ＝ https://www.hotelgajoen-tokyo.com

音大卒業後、専門式場などの婚礼施設勤務を経て 2005 年にフリーに転向。執筆・監修、メディア出演多数。オーソドックスなスタイルから、アウトドアや音楽ホー
ル等でのユニークなウエディング、伝統的な和婚までオールマイティに対応。カウンセリング型のプロデュースに定評がある。『ウエディングプランナーが教える、
結婚式と準備が ”もっと ” 楽しくなる方法』（誠文堂新光社）著者。 URL ＝ http://www.nanea.jp

森木 岳明
Takaaki MORIKI

岡村 奈奈
Nana OKAMURA

していたほど大きなネックにはなってないよ
うです。特に招かれた側は「仕方ないよね」
とあまり気にされていません。ゲストに気を
使う新郎新婦の場合は、「家でゆっくり飲
んで」と、ワインをプレゼントにしたり、ひ
と手間かけたオリジナルのノンアルコールカ
クテルを用意したりするなどで、問題はクリ
アできているようです。

森木　私は実際に、自粛要請後の婚礼に
ゲストとして出席したのですが、お酒が入ら
ない分、結婚式への集中度はより増した気
がしました。周りを見ても、料理説明する
スタッフに質問するなど、一つ一つの演出
やアイテムに興味を持っていらっしゃる方が
多い印象です。

お酒が出せないことは
決して残念なことではない

―首都圏を中心に酒類の提供が制限され
て以降、実際問題として披露宴の実施に
対しての影響は感じますか？

森木　当館の場合、4月の酒類提供自粛
要請が出てから8月31日までは476 組予約
が入っていたのですが、そのうち402 組がそ
のまま施行しています。つまり約 85％の方は
ノンアルコールの形で実施されているので、
それほど大きな影響は受けていません。

岡村　私も、お客さまに聞いてみたのです
が、アルコールが提供できないことは想像

中には、「司会者さんの力量にかかって
きますよね」とおっしゃる方もいて。酔わな
い分、皆さん、人の話をよく聞いている。

岡村　確かに、司会者やサービスなどス
タッフへの注目度がより高まるというのはあ
るかもしれません。司会者さんからは「お
酒がないとごまかしが効かない」という声は
よく聞こえましたね。お客さまがにぎやかで
盛り上がっている状態に甘えていた部分も
あったのかもしれません。お酒がないとい
う初めての状況で、これまでの仕事への姿
勢が浮き彫りになったという見方もあると思
います 。

―岡村さんは、乾杯の発声をする方へ
の声掛けも重要だと、前号の連載でおっ
しゃっていました。

岡村　乾杯のときにわざわざ「お酒ではな
いのですが」とおっしゃる司会者や乾杯の
発声者がいるのですが、それは言わなくて
いいことですよね。お酒じゃないことをどう
してネガティブに捉えるのだろうと。「今日
はおふたりを祝って、『おめでとう！』でい
きましょう」など、言葉を変えるだけで楽し
い雰囲気にできると言いたいです。

森木　披露宴はお酒を飲む場。乾杯はお
酒でやるもの。思考が完全に固まっている
ので、それがかなわないことはすべてイレ
ギュラーで残念なことと考えてしまうんです
よね。

岡村 お酒にこだわり過ぎているのは、む
しろ業界の方なのではないでしょうか。新

郎新婦やゲストによっては、「お酒がなくて
も構わない」という人は意外に多いです。私
もコロナ禍前に、ノンアルコールで披露宴
をされたカップルを担当したこともあります。
それなのに、お酒が出せない披露宴はかわ
いそうなことと決めつけるのはどうかと…。

森木　おっしゃる通り。お酒がないことで
披露宴にどんな影響があるかといったとき
に、「感情移入しにくい」という声が当初上
がったんです。本当にそうなのか？ と考え
てみたのですが、映画やドラマを見たとき、
お酒がなくても泣けますよね。

岡村　実際、おいしい食事の席でお酒が
なくて残念と思う方は多いと思いますが、ふ
たりを祝う場であることにしっかり気持ちを
向けることが大事ですよね。日本の宴会は、
酔うことやお腹いっぱいになることで「元を
取る」というような発想が弊害となることが
あります 。

森木　思い込みが足を引っ張ることはあり
ますよね。今回の酒類提供停止の対応にし
ても、私自身が最初に考えたことは、ノン
アルコールドリンクの種類を増やすというこ
とでした。どの会場もそうだったと思います。
ただ、あれから4カ月がたち、お酒がな
くても9 割近くのカップルは結婚式を挙げ
ると分かったとき、ドリンクに求められるの
は種類よりむしろ、「らしさ」なんじゃない
かと気付いたんです。雅叙園らしさ。おふ
たりらしさ。われわれの第二ステージとして
目指すのは、そこだと思っています。

ドリンクも含め関わるモノや
人のボトムアップが必要

―ドリンクメニューの見直しでは今後、ど
んなことが求められると思いますか？

森木　ドリンクで、“非日常”と“特別感”
をいかに味わってもらえるかではないでしょ
うか。例えばコーラやジンジャーエールと
いったなじみ深いソフトドリンクも、「ここで
しか飲めない特別なもの」を用意する。
当館で考えるならば、とても人気を集め

ている京都の老舗日本茶専門店「一保堂
茶舗」のお茶と合わせたコース料理やお茶
のカクテルを各レストランでご用意したこと
が以前にあります。こうした取り組みをレス
トランだけでなく、ウエディングなど宴会場
でも提供できるようにしたり、中国料理や
フランス料理などそれぞれに合うドリンクを
ペアリングしたりするのもありかと。

岡村　ステキですね！ 聞くところによると、
ノンアルコールのスパークリングとビール、
ソフトドリンクはウーロン茶、オレンジジュー
ス、コーラという最低限のラインナップのま
まで、ひたすら要請が解除されるのを待っ
ている会場も少なくないとか。そうした中、
森木さんのおっしゃるようにただ待つので
はなく、今を転機と捉え、これまでの見直
しと今できること、これから先のあるべき姿

を考えることは素晴らしいと思います。

森木　グレードアップ、単価アップというの
は本来、特別の日だからこそ、ゲストにス
ペシャルなものを提供したいというのがその
趣旨ですよね。だとしたら、お酒なしでも、
提供できる価値があるのなら、それをきち
んと伝えるべきでしょう。ドリンクメニュー
の見直しも一過性のものにせず、継続的に
するべきなんですよね。それに加え、スタッ
フや司会者も含め、質を高めるためのボト
ムアップの重要性を実感しています。

岡村　ノンアルコールでもゲストが楽しん
でもらえたらそれでいいと、多くの新郎新
婦は考えています。そのために私たちは今、
何を提供することができるのか。あらため
て考えていきたいですね。

ホテル雅叙園東京
副総支配人営業本部長

森木 岳明氏

＜お話を伺った方＞

フリーランス・ウエディングプランナー

岡村 奈奈氏

アルコールNGという一見ネガティブな
ことをいかに好機と捉えるかが重要

特集「ドリンクの可能性が広がる」

ホテル雅叙園東京で行なわれた酒類提供自粛要請後の披露宴。アルコールを提供する形ではなくても、そこには新郎新
婦や列席者のいつもと変わらない笑顔があった





「最初は、新郎のしょうじ君が一人でサロ

ンにやってきて。『どんな感じのウエディ

ングをされているんですか？』と。過去の

カップルの写真をお見せしながら、それぞ

れのカップルとの思い出などいつものよう

にしゃべりまくり。そうしたら、しょうじ

君がおもむろに、『ちょっと彼女に電話し

てもいいですか？』とスマホを取り出した

んです。彼が放った言葉が『今、オレの目

の前にヤバイ人がいるんだけど！』（笑）」

翔二朗さんの言う「ヤバイ」とは、新郎

新婦への愛情が尋常ではないという意味。

「彼女と話してみてください」と渡されたス

マホで、Natsu. さんは「新郎新婦に対する

愛だけは誰にも負けません」と伝えたそう。

「実際に新婦のかべちゃんに会ったのは、

ご成約を頂いてからなんです。会わずして、

私の新郎新婦に対する想いが伝わったこと

もうれしくて」

最初のカウンセリングで、ふたりとも映

画を見ることが好きだと知った Natsu. さ

ん。もともと、歓談メインの披露宴を予定

していた中で、『ぼくたちのシネマ』をテー

のかなぁ。こういう所に言葉にならない幸

せを感じます」

8 カ月の準備期間を経て、新郎新婦を中

心にしたチーム Natsu.で迎えた結婚式当日。

ふたりの「こんな雰囲気が好き」を散りばめ

たウエディングは、青空のもと幕を開けた。

「ヴィンテージのタキシードとドレスに身

を包んだ新郎新婦。まるで昔のシネマから

抜け出したようなふたりの姿は昭和初期に

建てられた重厚感あふれる洋館にぴった

り！ 私たちが目指していたのは、単に映

画をモチーフにするのではなく、おふたり

らしい映画を見ているような風景を作るこ

と。そして、その日をチームみんなで、笑

顔で迎えること。そのすべてをかなえられ

たことがうれしかったです」

後日、Natsu. さんのもとに届いた新郎新

婦からの手紙にはこんな一文が。

「結婚式一週間前から、『雨でもいいや』

と思えていたのは、なっちゃんをはじめとす

るチーム皆さんとの出会いの中で、当日の

天候よりも大切なことをたくさん教えていた

だいたからだと思います。

マに、新郎新婦の人生をつづった映画を見

ているような風景を作ることを提案した。

「おふたりが好むヴィンテージ感で空間や

装いを彩りながら、どうやってその風景を

表現していくか。そのアイデアは、私はもち

ろんのこと、新郎新婦、フォトグラファー、

フローリスト、ヘアメイク、パティシエとい

った当日のウエディングに関わる全員とコミ

ュニケーションを図りながら出し合います」

例えば、ヘア＆メイクアップアーティスト

は、歴史ある洋館に映えるヴィンテージドレ

スに合わせたヘアスタイル、フラワーデザイ

ナーはイメージする映画を基にした空間デザ

イン、フォトグラファーは当日の空気感が後々

まで伝わるような写真の撮り方などを提案。

「みんなで『こんな雰囲気が似合いそう！』

と盛り上がるので、ふたりからも『映画が

テーマだから、フラワーシャワーじゃなく

てポップコーンシャワーだよね！』なんて

アイデアもどんどん出てくるの。打ち合わ

せでは、いつも『なっちゃん、めっちゃ楽

しそうだよね』って言われるくらい私自身

がワクワクしてる（笑）」

何となく…の問い合わせから、ウエディ

ングをカタチにするチームができ、さまざ

まなアイデアが生まれる当日までの過程

は、主役のふたりにとって思っていた以上

に刺激も感動も多かったよう。

「ある日、おふたりそろって真面目な顔を

して、こうおっしゃったんです。『皆さん

に会うたびに、こんなにも仕事に愛情を注

いでいる人たちがいるんだと感動しちゃっ

て。自分の人生観や仕事観が変わりました』

と。その言葉がとてもうれしくて」

新郎新婦にとって愛情を注ぐべき相手

は、大切なゲストの皆さん。そのことも理

解し、ふたりからゲストへのプレゼントと

して用意されたのは、一人ひとりのゲスト

をイメージして選んだ DVD。席札も兼ね

た表紙には、ふたりからのメッセージをし

たため、感謝の想いを伝えることに。

「私たちがふたりに注いだ愛情が隅々に行

き渡っていくのが分かりました。いつの間

にかふたりに『LOVE ソルジャーおなつま

る』なんて呼ばれるようにもなって。こん

なふうに呼ばれるプランナーって他にいる

オモイがカタチに変わるトキ
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会場
東京都指定有形文化財となっている旧細

川侯爵邸（和敬塾本館）で、会場の持つ歴
史と雰囲気、ガーデンを堪能するウエディ
ングを実現。

テーマ
『ぼくたちのシネマ』と題し、ふたりの歴
史をつづった映画を見るようなウエディン
グを、空間やアイテムなどで表現。

演出
プロポーズのエピソードなどふたりのヒ

ストリーをまとめたペーパーアイテムは映画

なっちゃんとの準備期間を通して今思うの

は、“ 場所でも天気でもなく、結婚式は人

が創るもの ” だということ。私たちにとって

結婚式は、人生のターニングポイントになる

大切な出会いを与えてくれるものでした」

手紙に書かれていた「ウエディングは会

場ではなく、人と人とで創るもの」という

言葉は、フリーの道を選んだ当時からの

Natsu. さんの想いそのもの。

「やってきたことは間違ってなかったねっ

て、ウエディングの神様に言ってもらえた

気がして。これまで新郎新婦に真っ直ぐに

向き合ってきたことの答えをくれたような

言葉たちに、込み上げてくるものがありま

した。22 年に及ぶ私のウエディング人生。

まだまだ続けられそうです」

のパンフレットのような
デザインに。席札はゲ
ストごとに選 んだ 映 画
の DVD。オープニング
ムービーは『バック・トゥ・
ザ・フューチャー』のパ
ロディ版。デザートブッ
フェは映画に出てきたデザートをセレクト。

会場装飾
ガーデンは『不思議の国のアリス』、披露

宴会場は『マリーアントワネット』の映画を
インスパイアしたアイテムやヴィンテージカ
ラーで、古いシネマのような世界観を創作。
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